
フォト

学
生
の
チ
カ
ラ
を
ま
ち
づ
く
り
に

　

生
ま
れ
変
わ
っ
た
空
き
店
舗
（
宇
都
宮
市
・
大
田
原
市
）

嘉
右
衛
門
町
界
隈
を
見
て
歩
く

　
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
栃
木
市
）

と
ち
ぎ
の
景
勝
百
選　

  　
　
　

  

古
社
寺 

と
ち
ぎ
ア
ー
カ
イ
ブ
　　
　
　
　

炭
焼
小
屋

　
シ
リ
ー
ズ
人 

作
っ
た
も
の
を
自
分
の
値
で
売
る

鈴
木
幸
一
・
茂
子
さ
ん
（
益
子
町
）

　       

　
高
根
沢
ち
ゃ
ん
ぽ
ん  

 

元
気
あ
っ
ぷ
む
ら
（
高
根
沢
町
）

表紙写真・出流原弁財天（佐野市）

冬
2013



食
堂

ギャ
ラ
リ
ー

学生のチカラをまちづくりに

カ
フ
ェ

特集

　

空
き
店
舗
が
目
に
つ
く
商
店
街
に
、
か
つ
て

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
取
り
組
み
が
、

各
地
で
盛
ん
で
す
。
宇
都
宮
市
で
は
昨
年
、
中

心
商
店
街
の
オ
リ
オ
ン
通
り
と
ユ
ニ
オ
ン
通
り

に
３
店
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
市
の
補
助

に
よ
る
空
き
店
舗
活
用
の
店
で
、
市
内
の
学
生

た
ち
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
夜
に
は
「
ま
ち
づ

く
り
講
座
」
が
開
か
れ
る
カ
フ
ェ
、
ベ
ト
ナ
ム

の
料
理
と
文
化
を
紹
介
す
る
食
堂
、
若
い
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
常
設
展
示
す
る
ギ
ャ
ラ
リ

ー
な
ど
、
学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
大
田
原
市

で
は
、
10
年
以
上
も
営
業
を
続
け
て
い
る
学
生

カ
フ
ェ
が
あ
り
、
若
い
人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い

ま
す
。
同
カ
フ
ェ
は
、
営
業
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
学
生
た
ち
の
地
道
な
取
り
組
み
は
地
域

に
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

生まれ変わった空き店舗

を

に学生のチカラ

  まちづくり

宇都宮市内の学生カフェ（KANMAS）で毎月開かれている「まちなかゼミ」
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特集

　

ユ
ニ
オ
ン
通
り
と
オ
リ
オ
ン

通
り
は
、
栃
木
県
で
も
有
数
の

商
店
街
で
す
。
休
日
に
は
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
も
開
か
れ
、
若
い

人
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。　

　

ユ
ニ
オ
ン
通
り
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
・
カ
ン
マ
ス
」

が
あ
り
ま
す
。
宇
都
宮
大
学
の

学
生
が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
で
、

２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

カ
ン
マ
ス
の
代
表
を
務
め
る

の
は
、
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部

２
年
生
の
大
嶋
悠
也
さ
ん
。

「
商
店
街
の
活
性
化
と
ま
ち
づ

く
り
の
人
材
育
成
を
目
標
に
掲

げ
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
が
互

い
に
交
流
で
き
る
店
づ
く
り
を

目
指
し
、
カ
ン
マ
ス
（
か
き
混

ぜ
る
）
と
名
付
け
ま
し
た
」
と

言
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
の
営
業
は
、
授
業
が

無
い
時
間
帯
に
交
代
で
あ
た
る

の
で
、
夕
方
が
中
心
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
（
営
業
日
時
は
検

討
中
）
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、
コ
ー

ヒ
ー
・
紅
茶
な
ど
ド
リ
ン
ク
類

が
中
心
、
日
替
わ
り
の
手
作
り

ケ
ー
キ
も
味
わ
え
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

カ
フ
ェ
の
閉
店
時
間
が
迫
る

こ
ろ
、
再
び
人
々
が
集
い
始
め

ま
す
。
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る

「
ま
ち
な
か
ゼ
ミ
」
に
参
加
す

る
人
た
ち
で
す
。
学
生
や
商
店

主
の
ほ
か
、
会
社
員
、
農
業
者

な
ど
職
業
も
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
。

昨
年
11
月
７
日
に
は
、
第
10
回

目
の
「
ま
ち
な
か
ゼ
ミ
」
が
開

か
れ
、
34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
ゼ
ミ
は
、
会
社
社

長
で
中
小
企
業
診
断
士
の
松
本

譲
さ
ん
を
講
師
に
招
い
て
開
催
。

講
演
の
あ
と
、
遅
く
ま
で
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
カ
ン
マ
ス
に
は
、
２
つ
の
コ

ン
セ
プ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と

つ
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
取

り
戻
す
た
め
の
“
居
場
所
”
づ

く
り
。
も
う
ひ
と
つ
は
若
者
に

と
っ
て
魅
力
あ
る
宇
都
宮
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
が
、
学

生
と
社
会
人
の
交
流
の
場
と
な

る
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
を
も
つ
人
が
増
え
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
」
と
大
嶋
さ
ん
。

学生のチカラをまちづくりに

この日の「まちなかゼミ」講師松本譲さん（中央）と打ち
合わせをする「カンマス」代表の大嶋悠也さん（右）、と
宇都宮大学でまちづくりを研究している陣内雄次教授（左）

「それぞれの思うカタチで自
由に安らげる、そんな空間を
創っていきたい」と大嶋代表

「まちなかゼミ」では、講演のあ
と、グループに分かれて意見を交
換しました。この日は、夜遅くま
で熱のこもった討論が行われまし
た（右）。学生たちは、参加者に
ドリンクをサービスしたり、ワー
クショップのアシスタントを務め
たりして、ゼミを支えています

《communitycafe KANMAS》
● OPEN ＝不定期　　　　（検討中）

Communitycafe KANMAS（コミュニティカフェ・カンマス）

毎
月
「
ま
ち
な
か
ゼ
ミ
」
を
主
催
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特集

 
「
ベ
ト
ナ
ム
食
堂
カ
ム
オ
ン
」
は
、

昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば

か
り
。
ス
タ
ッ
フ
は
全
員
ベ
ト

ナ
ム
人
留
学
生
で
、
ベ
ト
ナ
ム

と
日
本
と
の
親
善
・
交
流
の
場

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

店
長
の
グ
エ
ン 
チ
ョ
ン 

ダ

イ
さ
ん
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
高
校

を
卒
業
し
た
あ
と
、
日
本
に
留

学
。
富
山
大
学
か
ら
作
新
学
院

大
学
に
編
入
学
し
ま
し
た
。
現

在
、
同
大
学
の
４
年
生
。
今
春

か
ら
は
大
学
院
で
経
営
学
を
研

究
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

店
内
の
狭
い
厨
房
で
手
際
よ

く
料
理
を
作
る
ダ
イ
さ
ん
。
ベ

ト
ナ
ム
で
調
理
の
仕
事
を
し
て

い
た
父
の
影
響
で
、
小
さ
い
頃

か
ら
の
料
理
好
き
。
家
庭
で
両

親
が
作
る
食
事
の
手
伝
い
を
し

な
が
ら
、
料
理
を
覚
え
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の

代
表
的
な
家
庭
料
理
フ
ォ
ー
を

中
心
に
、
生
春
巻
き
や
ベ
ト
ナ

ム
風
の
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
お
好
み

焼
き
、
唐
揚
げ
な
ど
の
定
番
料

理
。
な
か
で
も
フ
ォ
ー
は
、
あ

っ
さ
り
し
た
ス
ー
プ
に
米
麺
、

鶏
と
モ
ヤ
シ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し

た
シ
ン
プ
ル
な
盛
り
つ
け
。
本

場
、
ハ
ノ
イ
の
フ
ォ
ー
で
す
。

 

「
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
ス
ー
プ

に
パ
ク
チ
ー
や
唐
辛
子
な

ど
の
香
辛
料
を
た
く
さ
ん
入

れ
ま
す
が
、
初
め
て
の
人
に

も
食
べ
て
欲
し
い
の
で
、
別

皿
に
し
ま
し
た
。
ス
ー
プ

は
、
ハ
ノ
イ
の
フ
ォ
ー
と
全
く

同
じ
味
で
す
」
と
ダ
イ
さ
ん
。

　

カ
ム
オ
ン
で
は
、
料
理
の
ほ

か
、
民
族
衣
装
ア
オ
ザ
イ
の
試

着
や
簡
単
な
ベ
ト
ナ
ム
語
講
座

も
開
い
て
い
ま
す
。

 

「
こ
れ
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
日

本
人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
店
名
をC

am
 O

n

（
あ

り
が
と
う
）
に
。
こ
こ
か
ら
親

善
の
輪
が
広
が
り
、
ベ
ト
ナ
ム

と
日
本
の
架
け
橋
に
な
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
」
と
ダ
イ
さ
ん
。

学生のチカラをまちづくりに

民族衣装の「アオザイ」を着てベトナム料理を出すレ ゴック マイさん（宇都宮共和大学３年）

ベトナムの代表的な料理「フォー」

ベトナム風鶏の唐揚げ

人気の生春巻きと揚げ春巻き

ベトナムの文化を理解してもらおうと、２階にあ
るスペースで、ベトナム語講座や、アオザイの試
着体験なども行っています。今後はさらに楽しい
イベントも計画し、親善を深めたいと言います

フォーを作るダイさん（右）と、
ホ バン タンさん（左＝作新学院大学２年）

《ベトナム食堂 Cam On》
● OPEN ＝ 11:00 〜 21:00
●定休日＿木曜日

ベトナム食堂 Cam On（カムオン )

ベ
ト
ナ
ム
の
料
理
と
文
化
で
親
善
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KANMAS Cam On
星ヶ宮

宇都宮市役所

栃木県庁

大通り

オリオン通り

日
光
街
道

ユニオン通り

至
宇
都
宮
駅

東
武
宇
都
宮
駅

Artspace

特集学生のチカラをまちづくりに

星ケ宮アートスペースの代表小林隆則さん（文星芸術大学大学
院後期課程）。現代工芸展会員で、作陶家として活動しています

文星芸術大学 OB でイラ
ストレーターの橘紫乃さん

ほぼ常駐している似顔絵師のさとうけいさん

《星ヶ宮 ArtSpace》
● OPEN ＝（平日）11:00 〜 17:00

（休日）11:00 〜 19:00 　●定休日＝木曜日

星ヶ宮Art Spaceでは、学生の作品のほか、一般の作家にもスペー
スを提供しています（有料）。ギャラリーには漫画家やイラスト
レーターなどの作家が常駐しており、創作の様子も公開しています

宇都宮市

星ヶ宮 A
アート

rt S
スペース

pace 　

オ
リ
オ
ン
通
り
の
東
端
に
小

さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま

す
。
文
星
芸
術
大
学
の
有
志

で
運
営
す
る
「
星
ヶ
宮
ア
ー
ト

ス
ペ
ー
ス
」
も
、
開
店
し
て
２

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
学
生
の
ア
ー
ト
作
品
を
中

心
に
展
示
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

店
内
に
は
絵
画
、
彫
刻
、
工

芸
品
な
ど
の
多
彩
な
作
品
が

所
狭
し
と
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
品
に
は
小
さ
な
値
札
が

つ
け
ら
れ
、
購
入
も
で
き
ま
す
。

 

「
敢
え
て
無
造
作
に
並
べ
て
み

ま
し
た
。
い
か
に
も
ギ
ャ
ラ
リ

ー
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
し
た
く

な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
名

前
も
“
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
”
に

し
ま
し
た
」
と
代
表
の
小
林
隆

則
さ
ん
。
小
林
さ
ん
は
、
文
星

芸
術
大
学
卒
業
後
、
大
学
院

の
博
士
後
期
課
程
で
陶
芸
を

軸
に
研
究
を
し
、
現
在
は
ア

ー
ト
ス
ペ
ー
ス
に
持
ち
込
ま

れ
た
作
品
の
評
価
を
行
う
ほ

か
、
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
ア

ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

「
ま
ち
な
か
に
発
表
の
場
が
欲

し
か
っ
た
ん
で
す
。
こ
こ
は
常

に
多
彩
な
作
品
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
通
り
が
か
っ

た
人
が
陶
器
好
き
で
、
陶
器
作

品
が
目
に
入
っ
て
店
内
に
入
り
、

そ
こ
で
さ
ら
に
絵
画
と
か
彫
刻

と
か
ほ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品

と
出
逢
い
興
味
を
広
げ
る
。
そ

ん
な
役
目
が
果
た
せ
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
」
と
小
林
さ
ん
。

　

店
内
の
一
画
に
は
ロ
ク
ロ
も

あ
り
、
と
き
ど
き
創
作
の
様

子
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

「
星
ヶ
宮
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
は
、

作
品
の
発
表
の
場
で
あ
り
、
ア

ト
リ
エ
で
あ
り
、
交
流
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
ち
な
か
で
、

誰
も
が
い
つ
で
も
、
気
軽
に
ア

ー
ト
に
出
逢
え
る
こ
の
よ
う
な

ス
ペ
ー
ス
を
も
っ
と
増
や
し
て
、

ア
ー
ト
の
裾
野
を
広
げ
た
い
で

す
」
と
小
林
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

ま
ち
な
か
を
ア
ー
ト
で
い
っ
ぱ
い
に

フォトとちぎ 2013冬 8フォトとちぎ 2013冬9
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bsp cafe（ビーエスピー・カフェ )

商
店
街
の
一
員
と
し
て
行
事
に
参
加

　

大
田
原
市
の
中
心
街
、
中
央

通
り
沿
い
に「
ビ
ー
エ
ス
ピ
ー
・

カ
フ
ェ
」
が
あ
り
ま
す
。
栃
木

県
な
ど
の
補
助
で
02
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
学
生
カ
フ
ェ
で
す
。

国
際
医
療
福
祉
大
学
公
認
の
サ

ー
ク
ル
活
動
で
、
内
藤
春
菜
さ

ん
（
２
年
生
）
を
中
心
に 

１
・

２
年
生
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

 

「
今
年
、
11
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
間
、
学
内
外
で
の
Ｐ
Ｒ
活

動
に
力
を
入
れ
て
ま
し
た
。
多

く
の
人
が
呼
び
か
け
に
応
え
て

く
れ
、
地
元
の
商
店
会
や
大
学

の
サ
ー
ク
ル
が
会
議
な
ど
に
、

友
人
は
貸
し
切
り
で
誕
生
パ
ー

テ
ィ
ー
に
と
幅
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
初
の
主

催
イ
ベ
ン
ト
“
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
”
を
開
き
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
」
と
内
藤
さ
ん
。

　

閉
店
が
続
く
商
店
街
で
の
10

年
に
及
ぶ
学
生
た
ち
の
活
動

は
、
地
域
か
ら
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
後
継
者

不
足
に
悩
む
商
店
街
か
ら
は

熱
い
視
線
が
注
が
れ
ま
し
た
。

 

「
地
元
商
店
会
の
後
継
者
で
組

織
す
る
荒あ
ら
わ
し

和
志
会
か
ら
声
が
か

か
り
、
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
夏

の
大
田
原
市
屋
台
ま
つ
り
で

は
“
引
き
手
”
を
毎
年
頼
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
の
産
業

文
化
祭
で
は
、
荒
和
志
会
が
出

店
す
る
模
擬
店
で
、
焼
き
そ
ば

を
作
っ
た
り
、
売
り
子
に
な
っ

た
り
し
て
、
盛
り
上
げ
て
い
ま

す
。
売
り
上
げ
も
結
構
よ
か
っ

た
み
た
い
で
す
」と
内
藤
さ
ん
。

　

い
ま
、
カ
フ
ェ
の
近
く
で
は

再
開
発
ビ
ル
の
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ビ
ル
に
は
住
宅

や
商
業
施
設
の
ほ
か
図
書
館
な

ど
の
公
共
施
設
も
入
居
予
定
。

周
辺
の
道
路
や
公
園
整
備
、
既

存
の
「
あ
ら
ま
ち
蔵
屋
敷
」
と

相
ま
っ
て
大
田
原
市
の
中
心
街

は
再
び
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

学生のチカラをまちづくりに

みんなが車座になって楽し
く会話ができるようにと、
店内の一部を座敷スタイル
に改装しました。スタッフ
との会話も弾み店内はいっ
そうにぎやかになりました

地域のお祭り「屋台まつり」に荒町自
治会の一員として参加し、祭りを盛り
上げる bsp cafe の学生たち（下）。
大田原市の「与一まつり」にも参加。
出店で焼きそばを作ったり、売り子と
して頑張りました（右）。カフェの学
生たちは、地域に活力を与える若いチカ
ラとして大きな期待が寄せられています

11
代
目
店
長
の
内
藤
春
菜
さ
ん

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
２
年
生
）

「bsp」 は「best service 
and performance」の頭
文字をとりました。国際医療
福祉大学公認のサークルです

旧
陸
羽
街
道

bsp

国道
400 号

大田原小学校

足利銀行

金燈籠

大田原
商工会議所

カフェ
栃木銀行P

大田原市

《bsp cafe》
● OPEN（平日）18:30 〜 22:00

（第 1・3 土曜日）11:30 〜 22:00
●定休日 = 月曜日
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嘉
右
衛
門
町
界
隈
を
見
て
歩
く

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

（
栃
木
市
）

日光例幣使街道沿いにある江戸天明元年創業の老舗、油伝味噌㈱

栃
木
市
の
中
心
部
、
旧
栃
木
町
は
、
日
光
例
幣
使

街
道
の
宿
場
町
と
し
て
、
ま
た
江
戸
か
ら
の
舟
運

に
よ
り
物
資
の
集
散
地
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。

市
の
中
心
部
か
ら
北
に
１
㌔
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、

国
の
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」
嘉
右

衛
門
町
地
区
が
あ
り
ま
す
。
日
光
例
幣
使
街
道
沿

い
の
町
並
み
を
基
本
と
す
る
東
西
約
３
２
０
㍍
、

南
北
約
６
５
０
㍍
、
面
積
約
9.6 

㌶
の
地
区
で
す
。

今
か
ら
４
０
０
年
ほ
ど
前
、
こ
の
地
に
移
り
住
ん

だ
岡
田
嘉
右
衛
門
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
と
い
う

嘉
右
衛
門
新
田
村
が
地
名
の
由
来
。
保
存
地
区
内

に
は
見
世
蔵
や
土
蔵
を
は
じ
め
と
す
る
江
戸
末
期

か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
の
伝
統
的
な
建
造
物
が

群
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
形
に
沿
っ
て

湾
曲
す
る
道
、
巴
波
川
、
翁
島
な
ど
の
緑
地
と
と

も
に
特
徴
的
な
歴
史
的
風
致
を
作
り
上
げ
て
い
ま

す
。
重
厚
な
蔵
が
軒
を
連
ね
る
中
心
部
の
「
蔵
の

街
」
と
は
ひ
と
味
違
う
風
情
が
漂
う
町
並
み
で
す
。
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地区内には 29 棟の「土蔵」があり
ます。油伝（あぶでん）味噌㈱にあ
る土蔵（写真右）は 1885 年に建て
られた土蔵です。油伝味噌㈱は江戸
時代の創業で、現在も味噌を製造して
います。庭内には茶店があり、味噌の
販売のほか、味噌田楽などが味わえま
す。写真下は、店主の小池英夫さんと
典子さんご夫妻。小池さんは「栃木の
例幣使街道を考える会」の事務局長と
して町並みの保存活動を続けています

庭内には、「水琴窟（すいきんくつ）」があり、地中
に埋め込んだ瓶に落ちる雫の音を聞くことができま
す。栃木市内にはこのような水琴窟が随所にあります

石塚清治郎商店

日光例幣使街道

例幣使街道沿いにある旧味噌工場

落合荒物店

油伝味噌北側の路地

長江商店

田中家

地区内には５棟の「石蔵」が
あります。最も早期の石蔵は
野尻家で 1907 年の建築です

油 伝 味 噌 の 庭
内 に あ る 茶 屋

「田楽あぶでん」

フォトとちぎ 2013冬 14フォトとちぎ 2013冬15



新栃木駅
日
光
例
幣
使
街
道

万町交番

庚申塔

油伝味噌

翁島

嘉右衛門橋

巴波川

舘野家

保
存
地
区

至 栃木駅

栃
木
大
通
り

岡田記念館天海家
平澤商事

石塚商店

栃木市伝統的建造物群 検索

岡
田
記
念
館
の
岡
田
陽
子
館

長
。
岡
田
家
の
26
代
目
当
主
岡

田
嘉
右
衛
門
さ
ん
の
お
母
さ
ん

翁
島
内
に
あ
る
岡
田
別
邸

嘉右衛門町の町名の由来になった岡田嘉右衛
門邸。岡田記念館として内部も公開してい
ます（岡田記念館と翁島の観覧は有料です）

舘野家

嘉
右
衛
門
町
通
入
口
（
南
側
）

地区内には 8 棟の
「木造真壁造（柱を
露出させた壁）」の
店舗が伝統的建造物
に指定されています。
最も早期な建物は天
海家で 1924 年造

蔵造の店舗「見世蔵（店蔵）」。
地区内には江戸後期から明治
初期の見世蔵が８棟あります

（写真上は平澤商事の見世蔵）

栃木駅前から日光例幣使街道を通る巡回バス「ふれあ
いバス」が運行されています。地区内では「嘉右衛門
町通入口」「岡田記念館前」「油伝前」で乗降できます

翁島沿いにある小道

栃木市
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古
社
寺

と
ち
ぎ
の
景
勝
百
選

茨
城
県
と
の
県
境
に
あ
る
鷲
子
山
（
４
６
３

㍍
）
の
美
し
い
自
然
環
境
に
建
つ
神
社
で
す
。

社
域
に
は
樹
齢
数
百
年
の
杉
檜
を
は
じ
と
す
る

針
葉
樹
、
広
葉
樹
の
原
生
林
が
う
っ
そ
う
と
茂

り
、
野
鳥
の
さ
え
ず
り
が
林
間
に
こ
だ
ま
し

ま
す
。
野
生
の
草
木
も
多
く
、
冬
は
寒
椿
、
春

に
は
可
憐
な
花
も
楽
し
め
ま
す
。
神
社
は
山

頂
に
建
ち
、
こ
こ
か
ら
の
眺
望
が
素
晴
ら
し

い
で
す
。
旧
領
主
水
戸
光
圀
公
が
巡
回
の
お

り
、
そ
の
景
観
の
良
さ
か
ら
「
鷲
子
十
景
」
に

選
び
ま
し
た
。
国
道
２
９
３
号
か
ら
山
頂
ま

で
約
２
㌔
、
舗
装
道
路
で
す
が
、
狭
い
と
こ

ろ
も
あ
り
、
車
の
通
行
は
注
意
が
必
要
で
す
。

鷲と
り
の
こ
さ
ん
じ
ょ
う
じ
ん
じ
ゃ

子
山
上
神
社
（
那
珂
川
町
）

大
雄
寺
は
、
黒
羽
城
趾
の
中
に
あ
り
ま

す
。
１
４
０
４
年
に
開
山
さ
れ
た
の
が
始

ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
領
主
大
関
氏

の
菩
提
寺
と
し
て
庇
護
さ
れ
、
１
５
７
６

年
に
黒
羽
城
に
居
城
を
移
す
際
に
大
雄
寺

も
現
在
地
に
移
さ
れ
た
と
さ
れ
ま
す
。
主

要
な
建
物
は
が
茅
葺
き
で
、
そ
の
多
く
が

県
や
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

大だ
い
お
う
じ

雄
寺
（
大
田
原
市
）

１
２
０
０
年
前
、
勝
道
上
人
が
開
い
た
と
い
わ
れ

る
古
刹
で
す
。
そ
の
44
年
後
に
訪
れ
た
弘
法
大
師

に
よ
っ
て
「
東
高
野
山
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
茅
葺
き
屋
根
の
金
堂
を
は
じ
め
、
唐

門
、
客
殿
、
大
師
堂
な
ど
の
諸
堂
は
、
１
６
４
５

年
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
、
多
く
が
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
簡
素
な
佇
ま
い
の
中
に

風
格
と
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ
る
寺
院
で
す
。

医い

お

う

じ

王
寺

（
鹿
沼
市
）

西
明
寺
は
７
３
７
年
、
行
基
に
よ
っ
て
創

建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
館

山
（
３
０
２
㍍
）
の
中
腹
に
あ
り
、
一
帯

は
県
立
自
然
公
園
で
、
境
内
は
椎
の
巨
木

に
囲
ま
れ
「
西
明
寺
の
椎
林
叢
」
と
し
て
、

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
桜
門
、
三
重
塔
と
本
堂
内
の
厨
子
は

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

西さ
い
み
ょ
う
じ

明
寺

（
益
子
町
）

このページの写真は「とちぎフォトライブラリー」から
ダウンロードできますフォトとちぎ 2013冬19 フォトとちぎ 2013冬 18



炭焼小屋（那珂川町）
1977 年 2 月号より

とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ

八溝炭（旧馬頭町）
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１９７８

とちぎアーカイブ
あのころのとちぎ

東
北
新
幹
線
が
試
運
転

東
北
新
幹
線
の
試
験
列
車
出
発
式
が
六
月
九
日
、
同
線
の
小

山
駅
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
。
東
京
と
盛
岡
間
を
結
ぶ
“
み
ち

の
く
へ
の
新
し
い
動
脈
”
東
北
新
幹
線
の
建
設
は
四
十
六

（
１
９
７
１
）
年
十
月
の
着
工
以
来
、
ほ
ぼ
七
年
ぶ
り
に
試
運

転
に
こ
ぎ
つ
け
た　
（
広
報
誌
「
と
ち
ぎ
」
78
年
７
月
号
よ
り
）

県民の森に少年自然の家
高原山少年自然の家は、太平少年自然の家に次ぐ本
県で２番目の施設で、小中学生が野外活動を通じて
自然に親しんだり心身を鍛錬することができる。

（広報誌「とちぎ」78 年７月号より）

那須に新観光ルートが誕生
那須温泉と福島県の甲子温泉を最短距離で結ぶ那須甲子有
料道路がこのほど完成し、９月１日に開通式が行われた。

（広報誌「とちぎ」78 年 10 月号より）

日
足
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

足
尾
町
が
大
幅
に
近
く
な
っ
た
。
四
十
七

（
１
９
７
２
）
年
か
ら
県
が
建
設
を
進
め
て
い
た

日
光
市
と
足
尾
町
を
結
ぶ
日に
っ
そ
く足
ト
ン
ネ
ル
が
こ
の

ほ
ど
完
成
、
三
月
三
十
日
に
竣
工
式
を
行
っ
た
。

（
広
報
誌
「
と
ち
ぎ
』
78
年
４
月
号
よ
り
）

フォトとちぎ 2013冬 22フォトとちぎ 2013冬23



シリーズ●とちぎのひと人

鈴木そば製粉所 検索

地
域
で
い
た
だ
い
た
栄
誉
賞

　

農
林
水
産
祭
（
農
林
水
産
省
な
ど
主
催
）
が

昨
年
11
月
に
開
か
れ
、
益
子
町
の
鈴
木
幸
一
さ

ん
・
茂
子
さ
ん
夫
妻
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
夫
妻
は
現
在
、
そ
ば

栽
培
を
中
心
に
大
麦
、
水
稲
な
ど
、
大
規
模
で

収
穫
性
の
高
い
農
業
経
営
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

地
域
で
は
「
新
そ
ば
ま
つ
り
」
実
行
委
員
長
と

し
て
活
性
化
に
も
貢
献
。「
と
ち
ぎ
元
気
大
賞
」

な
ど
数
々
の
表
彰
を
受
け
て
い
る
鈴
木
さ
ん
で

す
が
、
今
回
の
受
賞
は
「
家
族
や
地
域
の
応
援

が
あ
っ
て
の
も
の
。
こ
れ
は
地
域
で
い
た
だ
い

た
賞
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

養
豚
か
ら
耕
種
部
門
へ
の
転
換

　

鈴
木
幸
一
さ
ん
は
、
県
立
真
岡
農
業
高
等
学

校
（
現
在
の
真
岡
北
稜
高
校
）
を
卒
業
後
、
養

豚
を
始
め
ま
し
た
。
生
産
も
順
調
に
伸
び
、
母

豚
１
０
７
頭
の
一
貫
経
営
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
頃
、
腰
を
痛
め

て
し
ま
い
、
養
豚
の
作
業
を
続
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。
39
歳
、
ま
さ
に
働
き
盛

り
の
時
。
悩
ん
だ
末
、
畜
産
を
や
め
て
耕
種
部

門
で
の
拡
大
を
目
指
そ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。

「
そ
ば
栽
培
の
き
っ
か
け
は
、
東
京
で
そ
ば
店

を
経
営
す
る
姉
夫
婦
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
父

が
、
わ
が
娘
の
た
め
に
と
、
栃
木
産
の
地
粉
を

届
け
て
い
ま
し
が
、
そ
の
仕
事
を
引
き
継
い
だ

形
で
す
ね
。
風
味
豊
か
な
栃
木
産
地
粉
は
、
東

京
で
も
評
判
で
、
そ
ば
屋
さ
ん
仲
間
に
口
コ
ミ

で
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
、
次
第
に
売
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
少
し
ず
つ
、

そ
ば
畑
の
作
付
面
積
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
」

 

“
自
分
で
作
っ
た
も
の
を
自
分
の
値
で
売
る
”

が
、
鈴
木
さ
ん
が
目
指
す
農
業
。
そ
ば
生
産
は

そ
の
第
一
歩
。
栽
培
か
ら
収
穫
、
製
粉
、
販
売

ま
で
の
一
貫
作
業
に
よ
る
経
営
を
始
め
ま
し
た
。

「
種
蒔
き
か
ら
製
粉
ま
で
、
全
て
の
作
業
に
自

ら
携
わ
っ
て
い
る
の
で
製
品
に
は
自
信
が
あ

り
ま
す
。
そ
ば
粉
を
持
っ
て
東
京
の
そ
ば
店

を
一
軒
一
軒
、
営
業
に
歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
」

　

今
で
も
、
月
に
３
日
は
朝
２
時
に
起
き
て
、

東
京
の
そ
ば
店
に
直
接
配
達
し
て
い
ま
す
。
直

配
す
る
の
は
、
評
価
が
直
に
聞
け
る
か
ら
で
す
。

 

「
そ
ば
屋
さ
ん
も
商
売
で
す
か
ら
、
品
物
が
気

に
入
ら
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
言
い
ま
す
。“
こ

ん
な
の
だ
め
だ
”
と
か
“
前
の
粉
は
よ
か
っ
た
”

と
か
。
店
主
に
直
に
聞
く
の
が
一
番
な
ん
で
す
」

早
刈
り
と
石
臼
挽
き
で
高
風
味

　

注
文
が
飛
躍
的
に
増
え
た
の
は
10
年
前
、
製

粉
に
“
石
臼
挽
き
”
を
導
入
し
て
か
ら
で
し
た
。

「
効
率
は
“
ロ
ー
ル
挽
き
”
よ
り
も
か
な
り
落

ち
ま
す
が
、
風
味
は
格
段
に
上
で
す
。
高
級
指

向
、
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
も
追
い
風
で
、
地
粉
に
よ

る
手
打
ち
そ
ば
が
旨
い
と
、
大
人
気
で
し
た
」

　

も
う
ひ
と
つ
の
こ
だ
わ
り
は
収
穫
の
タ
イ
ミ
ン

グ
。
ま
だ
緑
色
が
残
る
う
ち
に
刈
り
取
り
ま
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
な
が
ら
も
、
青
い
う

ち
に
刈
り
取
っ
て
、
そ
ば
愛
好
会
の
人
た
ち
に

打
っ
て
も
ら
い
、
試
食
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
実

に
旨
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
ば
は
、
お
盆
過
ぎ
に

種
を
ま
い
て
、
霜
が
降
り
た
ら
刈
り
取
る
と
い

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
水
稲
で
い
う
と
“
刈
り
遅

れ
”
の
状
態
。
甘
み
も
風
味
も
抜
け
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
間
に
台
風
で
も
く
れ
ば
収
穫
は

半
減
で
す
。
適
期
の
見
極
め
が
重
要
で
す
ね
」

商
品
と
し
て
売
れ
る
農
業
を

　

06
年
に
は
製
粉
・
加
工
部
門
を
法
人
化
、
10

年
に
は
作
付
け
面
積
を
67
㌶
に
拡
大
。
コ
ン
バ

イ
ン
を
増
や
し
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
ま
し
た
。

「
規
模
の
拡
大
だ
け
で
は
、
農
業
の
未
来
は

切
り
開
け
ま
せ
ん
。
良
い
物
さ
え
作
っ
て
れ
ば

れ
ば
い
い
と
言
い
ま
す
が
、
良
い
物
で
も
情
況

に
よ
っ
て
、
売
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
を
掴
み
、
求
め
ら
れ
る
商
品
を

丹
精
込
め
て
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
作
る
だ
け
の
農
業
で
は
な
く
、
商
品
と

し
て
売
れ
る
農
業
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

作ったものを自分の値で売る
大規模・高収益のそばづくりで内閣総理大臣賞

鈴木 幸一　茂子　さ　　んさ　
　ん （益子町）
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元気あっぷむら
高根沢町上柏崎588-1
☎ 028-676-1126

高根沢ちゃんぽん

寒い日には温泉と、あつあつの麺でぽかぽか。高根沢町
の元気あっぷむらで「高根沢ちゃんぽん」を味わいまし
た。麺が隠れてしまうほど新鮮野菜のトッピング。スー
プは鮮やかな若草色。色の正体は高根沢町産の小松菜で
した。これをペースト状にして、豆乳を加え、魚介系スー
プとブレンド。野菜の旨味を生かした、さわやかなスー
プに仕上げました。とくに小松菜は、栄養価が高く美容
と健康にも良いそうです。これに本場・長崎県雲仙のちゃ
んぽん専用のコシのある太麺。高根沢ちゃんぽんは「高
根沢町元気麺メニュー開発プロジェクト」が、町の飲食
店などの協力で開発しました。並550円・大盛（写真）650円

（高根沢町）


